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て現地実証に供した結果，作業能率は慣行比約 1.5倍の約 500 本 /h，製品率は熟練作業
者とほぼ同等の約 96 %であった。剥皮作業の自動化によって剥皮部を遮音カバーで覆う
ことが可能となり，作業時騒音を慣行市販機と比べて 10 dB(A)以上低減させることに成
功した。また，更なる高能率化を目指して自動化機構を 2基ずつ備えた 2号機（供給 2名）
を現地実証に供した結果，作業能率は約 900～ 1200 本 /h（ 1人あたりでは慣行比約 1.3
～ 1.7倍），製品率は約 96～ 97 %であった。さらに，施設化に向けた検討を行うために
自動化機構を 4基ずつ備え，かつ専用選別機を連結した 3号機（供給 3名＋選別 1名）を現











販機と比べ 2～ 31 %向上した。一方，空気使用量は 46～ 83 %に節減され，エアコンプレ
ッサの稼動に要する電力消費量は 33～ 71 %に節減可能であった。また，太さ判別装置に
よる機械判別と熟練作業者による目視判別の選別精度を比較した結果，機械判別は平均
64 %，目視判別は平均 68 %であった。両者の間には有意差がみられなかったが，開発
した判別装置は取扱性に課題を残した。  
以上の研究成果を受け，全自動長ネギ調製機と高効率長ネギ剥皮機はメーカによって




















平成 28年 3月 7日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審
査及び学力の確認を行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答
を行った。その結果，審査委員全員によって合格と判定された。  
よって，著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認め
る。  
